
 

 

 

 

 

 

 

この冬初めての雪景色 

今から 122 年前、1902

（明治 35）年の今日（1月

25 日）、北海道旭川市で日

本の観測史上最低気温と

なる－41.0℃を記録しまし

た。１月下旬は、１年のう

ちで最も気温が低くなる

頃ですが、今年も例外では

なく、昨日から冬将軍の到

来により厳しい寒さに見舞われています。 

昨日は、男川小でもこの冬初めての積雪

が見られ、その珍しい光景に子供たちは大

はしゃぎでした。日中も断続的に雪が舞い

ましたが、子供たちは休み時間に元気よく

校庭を駆け回っていました。私もそんな子

供たちから元気をもらい、雪やあられが降

る中、昼休みに、学級閉鎖で延期していた

３年生とのキャッチボールを行いました。 

もうしばらく、寒い日々が続くと思いま

すが、暖かな春の訪れを心待ちにしつつ、

子供たちには、寒さに負けず元気よく学校

生活を送ってほしいと思います。 
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【８・11組】自分たちで育てた野菜を使って 

昨日、８・11組の子供たちが、自分たちで

約半年かけて育てた野菜を使って、温かい吸

い物を作りました。京野菜である聖護院大根

をメインに、キャベツやニンジン、ソーセー

ジを加えて作った吸い物を、子供たちは先生

たちにも振る舞ってくれました。子供たちの

思いがしみ込んだ吸い物の味は格別でした。 
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▲彩りも美しい吸い物 

▲雪が降りしきる中、運動場で元気に遊ぶ男川っ子 

▲雪を頂いた樹木と校舎 ▲白く雪化粧した運動場 

▲吸い物を届けに来た子供たち 


